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今住まいに求められる条件と合致
　コロナ禍で行動自粛、ステイホームの経験をした
人が多かったためか、2020年夏以降、家探しで住
み心地や環境のよさに関心を示す人が増えている。
都心に近い、駅に近いだけでなく、身近に自然を感
じられ、散策も楽しめること、静かであること、日
当たりがよいこと……好ましい要素はいくつもあ
る。一方で、日々の買い物は便利であったほうがよ
い。そのように考えてゆくと、コロナ禍で「こんな
ところに住んでみたい」と思える場所の条件は、実
は「シニアになっても、暮らしやすい」条件とも一
致していることに気づく。つまり、多くの人は、コ
ロナ禍によって「長く、快適に住み続けることがで
きる場所」を探し始めたのではないか。
　〈ハイムスイート朝霞〉の建設地は、駅に近いわけ
ではない。その分、自然が身近で静か。一体開発さ
れた一戸建て街区を望む全戸南向きの配棟により、
日当たりは良好で、ホームセンターや食品スーパー、
クリニックモール等がある複合商業施設「くみまち
モールあさか」に隣接している。それは、永住型マ
ンションに好ましい要素と評価されるのである。



無視できない「都心へのアクセス」
　コロナ禍でステイホームが続いた時期、テレワー
クが奨励され、これから「テレワーク主体の時代が
始まる」と予測する人もいた。しかし、緊急事態宣
言が解除されて以降、出勤を再開する企業もあり、
通勤をまったく無視してマイホーム選びをするわけ
にはいかない。
　郊外といっても、都心への通勤で不便さの少ない
場所が狙い目だろう。その点、〈ハイムスイート朝霞〉
の最寄り駅・東武東上線の「朝霞」駅からは、準急
利用で「池袋」駅まで3駅16分と近く、東京メトロ
副都心線・有楽町線への直通電車も多い。さらに、「朝
霞」駅の隣駅「和光市」駅からは、東京メトロ副都
心線・有楽町線直通の始発電車を利用できる。本物
件から「朝霞」駅へは徒歩2分のバス停から乗車約5分、
徒歩で22分。自転車ならば約8分（約1760m）であ
るため、シェアサイクルの利用者も多い。都心への通
勤が快適にできること、それも注目ポイントとなる。
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